
長年の間、わたしは日本でワー
クショップを行い、日本のコウ·
カウンセラー達と関係を作る機会
に恵まれてきました。また、わた
しの仕事である太鼓のつながりの
おかげで日本と関わってくること
ができました。

わたし自身の再生と解放は日本
の人たちと切っても切り離せませ
ん。米国生まれのアジア系アメリ
カ人として、アジア人の姉妹·兄
弟とも言える日本の人たちとのつ
ながりを、わたしはとても大切に
思っています。フィリピンの文化
や伝統との違いはありますが、日
本には親しみを感じることがたく
さんあります。それは地域性を大
事にしたり、ひとを気遣う姿勢な
どです。またアジアの様々な国で
は、個人よりも家族や地域体など
が優先されることが多いです。フ
ィリピンの歴史や日本との関係を
考えても、フィリピン人女性であ
るわたしが日本人の解放に関わる
事はわたしにとって大きなコント
ラディクションです。

３月１１日の地震と津波はわた
しに大きな影響を与えました。日
本に知っている人がたくさんいる
ことをふまえて写真を見たりニュ
ースを聞く事は本当に恐ろしいこ
とでした。とにかくディスチャー
ジをたくさんしました。そしてダ
イアン、ゆうこ、チャックが日本
に行くというのでそのチャンスに
飛びつきました。日本のコミュニ
ティのためにわたしの愛や資源を
役に立てるためでした。（47ペ
ージ参照）

日本に行く前に日本の人たちを
カウンセリングした経験から、そ
して日本の文化を知った上で、日
本のみんなにとって、自分の周り
で何が起こっているかに気づく
事、それについてどう感じたり、
何をしたらいいのかを気づく事が
難しくなっているのは明らかでし
た。私たちと同じように、日本人

困難な状況においても考えることはできる

のみんなもまた、自分たちが他の
人にとってかけがえのない存在で
あり、大事に思われている事をな
かなか覚えていられません。日本
のみんなは、他の人にとって物
事がうまくいくようにとても一生
懸命働きかけてくれます。でも、
もし自分に個人的に必要な事があ
ったり、感情が湧いてくる時には
それは抑えるように要求されるの
です。

以下がこのプロジェクトに参加
した中で学んだ事と気づいた事、
また自分にとって良かった事で
す。

まず日本のみんなをどれだけ大
切に思っているかを直接伝える事
ができたのがよかったです。わた
しがひとりひとりを、そしてみん
なを思っていること、日本のひと
たちは全員大事だということで
す。私たちみんなにとって、孤立

感を打ち破るのはいい事でした。
抑圧的社会は、とてもたくさんの
つらい事にそれぞれ一人で対応す
るように仕向けてきます。だから
みんなで集まって、一人ではない
こと、そして助けはあるというこ
とに気づくのはとてもいいことで
した。

今回４人でチームとなって日本
に行けたのは素晴らしい事でし
た。私たちはそれぞれに日本や日
本の人たちに対して深く関わって
きており、日本での経験や知って
いる事がたくさんありました。み
んなで協力し、知っている事や何
をやるべきかを共に考え、そして
お互いを支え合うことができま
した。

ワークショップ以前にスカイプ
や電話を使って海外のRCer達が
日本の人たちの話しを聞く取り組
みがなされていました。それに参
加し、皆と一緒にやっていると感
じられたのもよかったです。

チャックと一緒にやったワーク
ショップは楽しくもあり、挑戦も
ありました。知っている事すべて
を使い、柔軟性を持ちながらその
場で考える事が必要でした。チャ
ックはユーモアにあふれていて、
みんなを笑わせてくれるので雰囲
気が重くなりすぎずに助かりまし
た。チャックは日本語が話せます
が、わたしは話せません。「泣い
ていいよ」「大好き」などカウン
セリングに役立つような日本語を
教えてもらいました。実際に言っ
てみるのは楽しい事でしたし、う
まくいきました。

恐怖に取り組むのは難しいとい
うことを今回改めて実感しまし
た。危機に直面する時に、ただそ
の状況を乗り切るのではなくて、
ディスチャージをすることを覚え
ているのが難しかったりします。
これは幼い頃、危機に直面した時
にディスチャージできなかったか
らです。国全体が危機にさらさ



れ、恐怖でそれに気づく事もでき
ない状態が目の前にありました。
そのせいで、みんなで集まること
やどうやって深い恐怖を感じてデ
ィスチャージするかを考えること
さえ難しい状況にありました。で
も一旦集まってみると、みんな全
く問題なくディスチャージをして
いました。

ダイアンはワークショップでど
んな話しをしたり、どんなことを
考えたらいいかなど、事前にいろ
いろと考えていました。その中に
「私たちの目的は常に考えられる
ようになる、そして考えに基づい
て行動できるようになること」と
いうのがありました。危機的状況
においても、それが終わるのを待
ち、それから考えるのではなく
て、その最中も考え続ける事がで
きるようになりたいのです。困難
な状況においても考えることは可
能だからです。

日本人の多くの人が、何年もか
けて学校で地震や津波に備えた訓
練を繰り返すうちに、そして実際
に地震を経験するうちに（恐怖感
に対して）だんだんとまひせざる

を得なかったのではないかと思い
ます。幼い頃の恐怖やそれぞれの
家庭で起こる危機に加えて、この
まひ状態が今回考えることを難し
くしたのだと思います。

自分のために、そして自分のこ
とを考えるというのは大きなこと
です。日本を含むアジアの国々の
集団的文化は、人々が自分の考え
を持ち、それに基づいて行動する
ことを応援しません。そして日本
のRCコミュニティに属する人の
ほとんどは女性です。そのせいで
自分のことを大切にし、自分の感
情に気づき、自分のために考え、
ベストな考えに基づいて行動した
り、リーダーシップをとること
は、するべきではないと教えられ
てきました。

このような危機状態の中で何が
いちばん理にかなうかを見つけ出
し、実際にそれをやってみること
はほとんど不可能に近いように見
えました。政府、または家族や夫
の主張することに反対する意見を
持ったりしたら余計にです。みん
なにとって、ワークショップに来
るだけでも大きなことでした。そ

れでも、自分の考えが何かを見つ
け出す方向に挑戦しようとする
事、そしてその過程で人とつなが
っていることは 価値のあること
でした。ダイアンも書いているよ
うに、避難はあの時、そして今も
大きな問題なのです。

このような状況を使ってコミュ
ニティ全体がひとつになって前進
しようと働きかけるのを見るのは
素晴らしいことでした。日本のみ
んなは今まで以上にお互いとつな
がり合い、新しい形でカウンセリ
ングをし合っていました。継続す
る危機状態の中で、コミュニティ
は前進し続けています。そして人
々はどうやって生活していったら
いいかを見つけ出しています。こ
の危機状態は長い期間に渡って続
いていくでしょう。その中で人々
が成長していくでしょう。それに
関われた事、うれしく思います。
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